


丘陵地区でのこれからの暮らしを楽しむために 

本ヒント集をご活用ください。 









環境形成コンセプト 





子どもたちのふるさと、大

人たちの健康づくりや憩

いの場となる里山をみん

なで守りましょう。 

 
農薬散布、機械音等、

周辺の暮らしへの心

づかいをしましょう。 

 

設備の色彩や素材は農

が生み出す景観を意識

したものにしましょう。 

住民の安全にも配慮し

ましょう。 

 
農作物や自然の生態

系に配慮した外部の

照明にしましょう。 

まちなみ景観や周

囲のゾーンに配慮

しながら暮らしま

しょう。 

周辺ゾーンの人たちが

過ごしやすいように、

農薬の散布や肥料のに

おい、機械音などに配

慮して農作業を行いま

しょう。 

 

ペットマナーやごみ

の適正な管理で、良好

なまちなみ景観を維

持させましょう。 

-里山- 

フクロウ 

農作業 明かり 

-暮らし- 
-食の生産- 

柵 
野生動物から 

農作物を守る 

虫取り 
山遊び 

 
緑化や自然素材の

柵等で、プライバシ

ーを守りつつ、周囲

と馴染む境界線に

しましょう。 

清潔感 
敷地の境界 
ゾーン間の 

緩衝帯となる 

憩い・やすらぎの場 果樹園・農園 
道路 



周辺の生活環境や自然

の生態系に配慮したも

のづくりを行うため

に、廃棄物や排水、排

気、騒音等を適正に処

理しましょう。 

業務用搬送車輌等

の通行は、時間、動

線、スピードに配慮

しましょう。 

周辺の景観に馴染む看

板や建物のボリューム

にしましょう。 

室外機等の付帯設備は

隠すなどして目立たな

くしましょう。 

沿道からの見え方

に配慮して修景を

行いましょう。 

自動車の動線は、歩

行者の安全に配慮

しましょう。 

さまざまな人が集まり、交

流する拠点として、居心地

の良い空間をつくりまし

ょう。 

 

敷地の高低差は法面

や擁壁の緑化で、周

囲への圧迫感を緩和

させましょう。 

人や物の交流の場 

-にぎわい- 

駐車 

道路 
業務用搬送車

輌が通る 

-ものづくり- 

居心地の良い場となる

よう、建物や看板、植

栽、オープンスペース

のデザインに配慮しま

しょう。 

物が生まれる場 

宅地内の緑地
が小動物の住
処となる 

-里山- 

農作物の直売所、 
さまざまな店舗 

食堂・カフェ 排水、排気
等の処理 

緑地の多い操業空間 

法面・擁壁 
室外機 

 
BGMの音量に配

慮しましょう。 



「農」は自然と人の暮

らしをつなぎます。 

良好な土や水、光を活

かしながら、環境や周

囲の生態系と共存でき

る農を営みましょう。 

植樹 

農地・菜園 

雨水タンク 

里山の手入れや植樹等で森

を育て、多様な生き物が生息

できる場所にしましょう。 

フクロウ 

光 

風の 
通り道 

雨水や、太陽光、風な

どの再生可能エネル

ギーを利用した、環境

にやさしい暮らしを

目指しましょう。 

フクロウなど、里山

の生き物の巣箱を設

置し、住みやすい環

境を創りましょう。 

農道は里山景観になじ

む土系の舗装や、木質

系の柵を用いる、景観

木を残すなど、周囲の

里山景観になじませま

しょう。 

ソーラー 
パネル 

庭 

巣箱 

-里山- 

-暮らし- -食の生産- 

人に管理されることによっ

て保たれる自然。 

下草刈、植樹、竹林整備など、

樹木の適切な管理を行い、良

好な里山環境を維持させま

しょう。 



自然の恵み、農の恵み

を大切にしながら、周

囲の環境や生態系にや

さしい暮らしをしてい

きましょう。 

ため池 

自然に親しむ 

トンボ 

雨水の浸透 

丘陵地区には多くのため池があ

り、多様な水生植物・水生生物

が生息しています。 

生態系を維持するとともに、子

どもたちの学びの場としても大

切に守っていきましょう。 

水辺や里山は子どもたち

の環境学習や情操教育の

場として大切な場所で

す。環境を維持し、積極

的に活用しましょう。 

浸透性の高いブロッ

ク舗装や宅地内の緑

化で地面に浸透させ

たり、雨水タンクに貯

水して、庭の散水等に

活用しましょう。 

-道路・散歩道- 

-ため池- 

里山景観に馴染みや

すい舗装、自然景観

を楽しめる散歩道に

しましょう。 

-里山- 



竹林 

加工 

菜園の指導 

「農」が要となって「自然」

と「都市（住、商、工）」が

つながるまちを目指しまし

ょう。連携による、自然素

材や人材などの地域資産の

可能性を探りましょう。 

伐採 

提供 
農作物の提供 

と 
堆肥の提供 

丘陵地区には多くの竹

林があります。 

環境を整えるためにた

だ伐採するだけでなく、

産業や暮らしへ活用す

ることで竹資源を再利

用しましょう。 

農地から新鮮な農作物

の提供と住宅地から食

物残さによる堆肥の提

供、農家による菜園づ

くりの指導など、多様

な人の連携も図りまし

ょう。 

・竹パウダーの堆肥化 

・竹ペレットや竹炭の熱源化 

・竹合板のエコ住宅への活用 

・竹垣 

・竹家具、インテリア、おもちゃ 

・竹プラスチックの食器 

・竹紙、竹アートなど 

-農- 

-自然- 

-工・商- 



街道、神社、石造物、景観木とい

った地域の歴史や記憶をまちづ

くりの中に活かしましょう。 

また、周辺集落の景観構成要素、

地域の資源を活かして、丘陵地区

らしい個性的なまちなみを創り

ましょう。 

 

お地蔵さん・ 
石碑・地名 

地元農作物で 
商品づくり 

神社 

社叢 

牛滝街道や、地域が大切

にしてきた地蔵や石造

物、地域の歴史を物語る

地名等の地域の記憶を

学び、伝えましょう。 

子どもたちの遊び場、

地域のシンボルの1つ

である神社を、鎮守の

森と共に今後も大切に

活用していきましょ

う。 

農作物やエネルギー

の地産地消だけでな

く、庭には柿やみかん

の木を植えるなど、地

域産にこだわった暮

らしをしましょう。 

石積みや生垣、郷土種の樹

木を用いるなど、周囲の景

観や集落と調和する沿道

景観を創りましょう。 

-地域の記憶- 

-住・商- 

まちなみ 

・地元産へのこだわり、ブランド展開 

・住民への農業技術のアドバイス 

・食育、教育の場への展開 

・商、工と連携した製品づくり、販売など 

 

・地域資源、農作物の加工 

・地域の人材の発掘や育成 

・地域産業、地域経済の活性化 

・アドプトフォレスト制度との連携 など 

 

・地元の農作物・製品の直売所やマルシェ 

・地野菜レストラン 

・地域の賑わいづくり など 

 

・地元の農作物・製品の積極的な消費 

・里山づくりへの積極的な参加 

・地域の記憶の掘り起こしや継承 など 

農 
 

 

 

 

工 
 

 

 

商 
 

 

 

住 



話し合い 

沿道づくり お祭り・ 
イベント 

活動の発信 

「都市」「農」「自然」に関わるみんな

で話し合い、まちとコミュニティを育

てましょう。 

お祭りやイベントの実施、フクロウを

シンボルとした活動や、竹を取り入れ

た暮らしなどにまち全体で取り組み、

コミュニティの絆を深めましょう。 

また、これらの活動を外部に発信し

て、活動の輪を拡げましょう。 

・取り組みを広く発信 

・活動仲間の募集 

・まちづくりの 

アーカイブなど 

・「フクロウ」「竹」を 

生活や意匠に取り入れる 

・メインストリートの清掃 

・街路樹の維持管理 

・防犯パトロール、防災訓練 

・里山の維持管理 

など 

・まちをもっと 

良くするアイデア 

・問題や課題の解決 

・提案型のまちづくり 

ルールづくりなど 





【法面、擁壁と緑化】 
◎法面や擁壁の修景緑化。 
◎擁壁に石垣等自然素材の活用や緑化で圧迫感を緩和。 
◎緑化は、郷土種もしくは周辺集落や街路等で使用されて
いる樹種。 
【建物】 
◎セットバック等で圧迫感を軽減。 
◎夜間は門灯をできる限り点灯し、沿道の安全性を向上。 

【建物】 
◎里山景観、周辺集落に馴染む建築計画。 
【緑化】 
◎できる限りの緑化。 
◎果樹を 1本以上植栽。 
【駐車場等】 
◎駐車場、カーポート、駐輪場、ゴミ置場、各種工作物は周囲からの見え
方に配慮。 
【雨水】 
◎浸透性の高いブロック舗装や緑化で雨水を地面に浸透。雨水タンクの利
用。 
【設備】 
◎室外機等の付帯施設は周辺と調和。 
 
 
 
 

【法面、擁壁と緑化】 
◎法面や擁壁の修景緑化。 
◎法面、擁壁は石垣等自然素材の活用や、緑化で圧迫感を
緩和。 
◎緑化は、郷土種もしくは周辺集落や街路等で使用されて
いる樹種。 
◎開放的な沿道空間。 
【建物】 
◎セットバック等で圧迫感を軽減。 
◎幹線道路側の正面性を意識した建物外観のデザイン。 
◎夜間は門灯をできる限り点灯し、沿道の安全性を向上。 
【看板、サイン】 
◎必要最小限とし、位置、色彩、形態等に配慮。 
【アクセス】 
◎車輌アクセスは背面道路から確保。 

【建物】 
◎里山景観に馴染む高さ、形状、色彩等。 
◎建物正面は、長大な壁面にならないよう変化に富んだデザイン。 
【緑化】 
◎できる限りの緑化。 
【オープンスペース】 
◎普段の賑わい空間やお祭り、イベント会場ともなる商業地のオープンス
ペース。 
【駐車場等】 
◎駐車場、駐輪場、ゴミ置場、各種工作物は周囲からの見え方に配慮。 
【雨水】 
◎浸透性の高いブロック舗装や緑化で雨水を地面に浸透。雨水タンクの利
用。 
【設備】 
◎屋上工作物や付帯施設は周辺と調和。 

【沿道】 
◎水路、沿道の清掃・草刈 。 
◎沿道に彼岸花やコスモスを植栽し修景。 
◎農作業時の路上駐車の自制。 

【法面】 
◎勾配に変化を付けたり、景観木として果樹をランダムに植えるなど、自
然な法面を創出。 
【建物】 
◎景観に配慮した農作業小屋などの景観配慮 

住宅イメージ 菜園付住宅イメージ 

建物のボリュームに変化をつけ

無機質感を軽減させるイメージ 法面緑化と看板のイメージ 
商業地のイメージ 



【垣、柵】 
◎垣または柵は、生垣や竹垣または透視可能な構
造。 

【垣、柵】 
◎垣または柵は、生垣や竹垣または透視可能な構
造。 
【緑化】 
◎隣地との緑地の連続性に配慮。 
【商業地】 
◎できるだけ開放的な境界。 

【農道】 
◎立ち入り防止柵等は、景観面（形態、色彩、素
材等）に配慮。できるだけ透視可能な構造。  
◎隣地との景観の連続性に連携。 







（http://kishiwadamachikyo.com） 


